
よ

津
博
り

大
歴
だ

OTSU CITY MUSEUM OF HISTORY 

2024 

133 

contents 

一一一
紫式部と祈りの世界

Pl~P3 

古代の硯

P4~PS～大津市内の出土品から～

融大明神由来記

P6（龍家文書・当館寄託）

困 大津市歴史博物館
％ぶ＇ぶぶ'o•' 令和6年 3月8日発行

〒520-0037 大津市御陵町 2-2

TEL(077)521-2100 
https: //www. reki ha ku. otsu. shiga.jp/ 

企画展紫式部と祈りの世界
会期：令和6年(2024)4月27日（土）～5月1q日（日）

9999し● ふ せい ぞ う

［写真 1] 紫式部聖像紙本著色室町時代 (15世紀） 石山寺蔵

古〈から石山寺に伝わる紫式部の肖像画で、近代以前で現存する紫式部の古い肖像画作例の中では最大級の大
さんで,.

きさを誇リます。画面中央に紫式部の姿を大き〈描き、上部には、紫式部や 「源氏物語」起筆にかかる内容が金泥で

書かれて＼ヽます。さらに、紫式部の周囲には、「源氏物語」の中から、＼ヽ〈つかの場面がやはリ金泥で描かれて＼ヽます。



1 展示の概要 I 

本館では、令和6年4月27日（土）から 5月1q日 （日）

までを会期として、企画展「紫式部と祈リの世界」（以下、

本展と称します）を開催します。これは、令和6年 1月

7日（日）から放映が始まった大河ドラマ「光る君へ」に関

連して開催するもので、すでに本館では、本年 1月10日

（水）から令和7年2月2日（日）までを会期として、常設

展示室 ・ロビーにお＼ヽて特集展示「源氏物語と大津」を開

催して＼ヽるところです。

特集展示「源氏物語と大津」では、紫式部の人物像や、

石山寺における 『源氏物語』起筆伝承、そして 『源氏物語J

に関する美術品を中心に展示し、 「源氏物語』と大津の関

わリにつ＼ヽて解説しています。

一方、本展では紫式部が生きた時代の仏教文化につ＼ヽ

て紹介する予定です。というのも、平安時代は仏教が非

常に篤〈信仰されておリ、仏事が盛んに行われて＼ヽました。
み し 11 Iこんのうえ かんぶつえ ぶつ人」 うえ

「源氏物語」の中でも御修法や仁王会、灌仏会、仏名会、
11つけはっこう かじ きと う

法華八講のほか、様々な加持 ・祈祷が行われたことが書

かれて＼ヽます。そこで本展では、特に仏教文化の視点から、

紫式部が生きた時代を紹介します。

展示の構成

本展は、大き〈 3つのテーマで構成して＼ヽます。 1つ目

は、紫式部を取リ巻く人々に焦点をあてます。その人々と

は藤原道長 (q66~1027)と、その娘の厖字心簾片碕

q88~1074)です。紫式部は、藤原道長に召し出され、

彰子の女房として宮中に上がリました。そして、彰子から

の依頼によリ 「源氏物語』を執筆したとされます。つまリ、

紫式部にとってこの2人は大変重要な人物であったこと

がわかリます。そこで、藤原道長とその娘の彰子に関す

る仏教美術の名品を展示します。

2つ目は、大津市内に現存する、紫式部が生きた時代

に制作された仏教美術を紹介します。この時代は、観音

信仰が隆盛すると同時に、末法思想の広まリによる浄土

信仰へと傾倒して＼ヽく時代でした。そこで、大津市内に

伝わる平安時代中期から後期にかけて制作された観音菩

薩と阿弥陀如来の優品を展示します。

3つ目は、紫式部その人に対する信仰を紹介します。

紫式部は 『源氏物語』の作者として当時から著名でした。

しかし一方で、平安時代の終わリ頃には、架空の物語を

書＼ヽた罪で地獄に堕ちたと考えられるようになリました。

そして、地獄に堕ちた紫式部を供養するために「源氏供養」

と＼ヽう法要が営まれました。この「源氏供養」を中心に

紫式部その人への信仰について紹介します。

I 大津の地で千年ぶりの再会 I 

ここでは紙面も限られるので、 1つ目のテーマである

道長と彰子について簡単に紹介したいと思います。この

2人と仏教との関わリにつ＼ヽてはどのようなものだったの

でしょうか。

それを示す大変貴重な遺品が、所蔵者のご厚意によリ、

本展に出陳される運びとなリました。まず 1つ目が、道長

が作った経筒 （経典などを中に入れて地中に埋めるため
きんぶせん

の筒）です 【写真2】。これは、金峯山 （奈良県吉野郡天

川村山上ヶ岳）から江戸時代に出土したもので、現在は

国宝に指定されています。本体は金銅製で表面は鍍金

がされておリ、中には法華経などの経典が15巻納めら

れて＼ヽました。そして、本体の側面には道長による願文

が記されておリ、経筒の制作意図や作った時期などが読

み取れます。さらに、中に納められて＼ヽた経典は、長徳

4年 (qq8)に道長自身によって書写されたもので、下半
きら

分が欠損してしまって＼ヽますが、当初の燻びやかさを知る

には十分で、この経典につ＼ヽても一部が本展に出陳され

ます 【写真3】。これらは、道長自身によって発願・制作され、

道長が実際に吉野の金峯山へ参詣し、山頂に埋めたもの
みどうかんばくき

であることが、道長の日記である 「御堂関白記』にも記さ

れて＼ヽ ます。
えん，，？’liじゃ

この経筒が埋められた金峯山は、役行者によって開か

れた修験の中心地の 1つで、古代よリ山岳信仰の聖地と

して信仰を集めて＼ヽました。また、 56億7千万年後にこ

の世に現れる弥勒菩薩の浄土とも考えられていました。経
ま9,g, 

典を地面に埋める行為は「埋経」とい＼‘、それは56憶

7千万年後に弥勒菩薩がこの世に現れ、人々に教えを説〈

際に使用してもらうための保存が目的だったと考えられてお

リ、道長の例はその最初期のものとして注目されています。

そして、その信仰は娘の彰子にも引き継がれました。

2つ目は、その彰子が作った経箱です 【写真4】。比叡山

延暦寺の横川 ・根本如法堂に奉納されたもので、こちらも

国宝に指定されています。この経箱は、蓋と身で構成さ

れる直方体で、蓋の中央には「妙法蓮華経」の文字が、

蓋と身の表面には宝相華文が陰刻され、さらに金銀の鍍

金が施された日本工芸史の中でも最も優美なものの 1つ

とされて＼ヽ ます。
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【写真2]国宝金銅藤原道長経筒 1口伴延助作

寛弘4年 (1007)金峯神社蔵

［写真3]重要文化財紺紙金字法華経巻残開
長徳4年 (998) 金峯神社蔵

こちらについては、道長の経筒のように願文は彫られ

ていませんが、「女院願文」と＼ヽう記録が残されています。

それによれば、長元4年 (1031)に道長の娘の彰子が、

やはリ弥勒菩薩が現れる未来のため、自ら書写した法華

経8巻を納め、根本如法堂に奉納したことが判明します。

彰子直筆の経典は残念ながら朽ちて残って＼ヽませんが、

場所こそ違えども、父 ・道長の意思を継ぎ、同様に法華

経を書写し奉納していることから、道長の影響が強〈見ら

れます。本展では、朽ちてしまった彰子直筆法華経の代

わリとして、比叡山延暦寺に伝わる重要文化財の法華経

2件 （伝円仁筆、伝円珍筆、ともに平安時代）も展示します。

これらは紺に染めた紙に金や銀で経典を書写した荘厳な

もので平安時代の美意識を間近に感じることができます。

展示室では、石山寺に伝来する最古の紫式部の肖像画

とされる紫式部聖像 ［写真1]と、藤原道長 ・彰子親子の

遺品とが、史上初めて一堂に会します。大河ドラマ「光る

君へ」を契機として 、 紫式部 ・ 藤原道長 • 藤原彰子と＼ヽ

う主要人物たちが、遺品を通じて千年ぶリに出会うこの機

会をぜひお見逃しのな＼ヽようご覧〈ださ＼ヽ。

I 紫式部と祈りの世界 I 
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紫式部が生きた平安時代中期は、観音信仰の高まリか

ら西国三十三所に代表される各地の観音菩薩の霊場を巡

る観音巡礼が盛んに行われました。さらに、比叡山横川

の僧である恵心僧都源信 (q42~1017)によって 「往生

要集」が著されたことで、極楽往生を願．う浄土信仰 （阿

弥陀信仰）が盛んとなリ、それは道長による九体阿弥陀
llう［ょ9じ

堂の建立 （無塁寿院。のちの法成寺）に端を発し、孫の

藤原頼通の平等院鳳凰堂へとつながっていきます。本展で

は、大津市に伝わる平安時代中期から後期にかけて制作

された観音菩薩や阿弥陀如来の像もあわせて展示します。

紫式部はどのような景色を見て 「源氏物語」を書くに至っ

たのか。平安の世に広がった祈リの世界を、展示室で感

じて＼ヽ ただければ幸＼ヽ です。

（学芸員 鯨井清隆）

【写真4】国宝金銀鍍宝相華文経箱 1口

長元4年 (1031)比叡山延暦寺蔵
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【コラム】
すずり

古代の硯 ～大津市内の出土品から～

＼

／

 

『源氏物語」起筆伝承で有名な石山寺には、紫式部が
こけん

使ったとされる古硯が伝わって＼ヽます。これは、横型の
すみ す

長方形の硯で、墨を磨る部分は円形に左右に 2つ並び、

濃淡2種類の墨を使＼ヽ分けることができたようです。墨

をためる〈ぼみの部分は、一方に牛、もう片方に鯉がモチー

フとして彫られて＼ヽます。さらに、硯の周囲には、細かな

文様が彫リこまれて＼ヽます。

この古硯を本当に紫式部が使ったのかにつ＼ヽてはさて

置き、多くの和歌を含む長編の物語を執筆した紫式部に

とって、＼ヽつもそばに置＼ヽで、た重要な文房具として硯が

あったことは間違＼ヽな＼ヽでしょう。紫式部ゆかリの品とし

て、石山寺に硯が伝わって＼ヽると＼ヽうことはそれを象徴し

て＼ヽると＼ヽえます。これにちなみ、現在開催中の特集展

示「源氏物語と大津」では、大津市の遺跡から出土した古

代～中世の硯を展示するコーナーを設けています。

さて、現代の日常生活で、硯を用意して墨を磨リ、筆

を持って文字を書〈ことは少な〈なってしま＼ヽました。そ

れでも、硯と＼ヽえば学校で使ったような黒＼ヽ石製の長

方形の姿を思＼ヽ浮かべるのではな＼ヽでしょうか。しかし、

このような硯は、日本では主に中世以降に普及したもので、
とう せい すえき

古代の国産の硯は焼き物である陶製 （主に須恵器製）のも
とうけん

のが使われて＼ヽました。これを陶硯と＼ヽ＼ヽます。その形は
えんめんけん ふうじけん lt1ヽ しょiけん

多種多様で、形状によって円面硯、風字硯、形象硯など

と分けられて＼ヽます。大津市内の出土品から、硯をみて

みましょう。

丸い形の円面硯 I 

【写真 1】 園足円面硯

上高砂遺跡出土奈良～平安時代

大津市埋蔵文化財調査センター蔵

古代の硯において

スタンダードな形は、

上から見たら丸＼ヽ形

となる円面硯でした。

円面硯は、墨を磨る

部分を中央に置いて

円形とし、その周囲

に水や墨汁をためる

〈ぼみが作られて＼ヽ

ます。下側には脚部がつ〈ものが多〈、透かし孔のある
けんそく じり5 〈

台状の脚部をもつ圏足円面硯や三足以上の獣脚をつける

ものなど、装飾性の高＼ヽものが多＼ヽことも特徴です。

大津市では、近江大津宮の時期とも重なる 7世紀後半

に須恵器を生産して＼ヽた山ノ神遺跡 （一里山三丁目 ）や、

8世紀中頃から 10世紀にかけて律令制下での官庁街とし
こく，＞・

て機能していた近江国府跡 （大江六丁目ほか）とその周辺

の関連遺跡などを中心に円面硯が出土して＼ヽます。
かみたかさこ・

【写真 1】は、上高砂遺跡 （高砂町）の昭和62年 （内87)

度調査での出土品です。この調査では、主に平安時代の

遺物がまとまって出土しておリ、中には「南寺」と書かれ

た墨書土器も含まれています。周辺に古代寺院やそれに

関連する施設があったと考えられて＼ヽる場所です。
ち9; < 1 

また、山ノ神遺跡では、圏足円面硯の他に、中空円面

ロニ
こ
中空円面硯

山ノ神遺跡出土 白鳳時代

硯も出土して＼ヽます。これ

は、硯本体の中を空洞に

したもので、側面の片側

には亀 （またはス ッポン）
とって

の頭部を模した把手がつ

けられて＼ヽました。この把

20cm 手の上部には穴があけら

れておリ、本体の空洞と

つながって＼ヽます。

羊の姿をかたどった単蘊 I 

胃
‘, 

• 一1 , 1 
く復元園）

【写真2] 羊形硯青江遺跡採集奈良時代 ※右は復元図

大津市埋蔵文化財調査センター蔵

全国でも出土例は少な＼ヽものの、動物や宝珠をモチー

フとした硯があリ、形象硯と呼ばれて＼ヽます。動物を

かたどった硯には亀形、鳥形、羊形があリ、平成30年

(2018)度に大津市の青江遺跡 （神領二丁目 ）でも羊の姿

をかたどった羊形硯の頭部の破片 【写真2】が見つかリ
かんが

ました。青江遺跡は、近江国府に関連する官街遺跡のひ

とつで、国府の中心施設である近江国庁跡の真南に位置

して＼ヽ ます。この羊形硯は、試掘調査の際に、地表面に
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出て＼ヽるのを調査員が確認した採集品で、残念ながら出

土状況が不明ですが、平城京の出土品と大きさや頭部の

つ〈リがとてもよ〈似て＼ヽます。羊形硯としては全国で

12例目となリ、古代の役所である近江国府の周辺で見つ

かったことが注目されます。
さ9 ぐヽう

羊形硯は、平城京 （奈良県）、史跡斎宮跡 （三重県）の

ほか、白鳥遺跡 （愛知県、三河国府）、ハガ遺跡 （岡山県、

備前国府）など国府に関連する遺跡などで主に出土が確

認されておリ、都城や官術の中で、位の高＼ヽ人物が使用

した硯と想定されて＼ヽます。

I 他の器を硯に使った崖海檎 I 

円面硯や羊形硯は、始めから専用品として定まった形

で作られた硯です。これに対して、食器である籍 ．籍蘊
かめ

の裏面や、貯蔵用の甕などの破片を、本来の用途から離

れて硯として使った例も多〈、これらは転用硯として区別

されて＼ヽます。このような転用硯は、墨の痕があることや、

墨を磨ったことで器面の一部が滑らかになって＼ヽるため、

硯として使用されたことがわかリます。

瀬田川東岸の近江国府跡とその周辺の関連遺跡では、

特殊な羊形硯の他、円面硯と転用硯をあわせて現在まで

に40例以上の硯が確認されて＼ヽます。羊形硯 1点、円面

硯 14点に対して、転用硯は不確定なものも含めて 27点

程みられ、転用硯の方が多＼ヽことがわかリます。下級役

人たちの多くは転用硯を使って＼ヽたと考えられ、日常業務

として硯を使って文書を作成する役人たちの姿を想像で

きます。

I 麟薗硯 I 

【写真3】猿面硯中畑田遺跡出土平安時代

大津市埋蔵文化財調査センター蔵

さて、特殊な硯の例をもう一つ紹介しましょう。 【写真3】

は、中畑田遺跡 （和通中）の昭和61年度調査で出土した

ものです。この硯面や背面には、甕など大型の須恵器を

作る際に、粘土を叩きのばして形を整えたエ具の痕跡が

みられ、その破片を使用した転用硯にも見えます。しかし、
は

形は整えられておリ、背面には2か所に脚部が剥がれた
あと

痕があリます。これは、特に猿面硯として分類される硯の

ひとつです。猿面硯は平安京や寺院、国府跡などで主に

確認されています。

I 風字硯

［写真4] 風字硯崇福寺跡出土

平安時代近江神宮蔵

上からみた形が

「風」の字に似ている

ことから、風字硯と

呼ばれる硯もあリま

す。先端にくぼみを

設け、背面側に脚

部を付けることで傾

斜をつけて＼ヽます。

【写真4】は崇福寺跡 （滋賀里町甲）から戦前の調査で出土

したものです。寺院もまた硯がよく使用されて＼ヽた場所と

＼ヽえます。風字硯は、円面硯に遅れて登場し、主に平安

時代によく使われて＼ヽました。

I 陶硯から石硯へ I 

［写真5】石硯坂本遺跡出土

室町時代

大津市埋蔵文化財調査センター蔵

平安時代中頃に

なると、舶来の石

製の硯が貴族の間

で流行して＼ヽ〈よう

ですが、国産の硯

も陶製から石製へと

変わって＼ヽ きます。

大津市内の坂本

遺跡や坂本城跡な

どで見つかって＼ヽる中世の集落の遺構からは、 ［写真5】の

ような長方形や楕円形の小型のものなど、複数の石硯が

出土して＼ヽ ます。

このように、大津市内では羊形硯や猿面硯など、全国

的にも珍し＼ヽ硯もあリ、多種多様な硯が見つかって＼ヽます。

古代には官街遺跡、寺院などからの出土例が多〈、貴族

や役人、僧侶など特定の身分の者が硯を使用し、やがて

硯を使って文字を書〈層が広がって＼ヽくこともわかリます。

筆、墨紙、硯などの文房具の中で、硯は陶製や石製

と＼ヽう材質であることから長〈その形をとどめて＼ヽるため

遺跡からの出土例も多〈みられ、古代の文字文化を考え

る上で重要な遺物といえるのです。 （学芸員福庭万里子）
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融大明神由来記（龍家文書・当館寄託）

品 刀
ロクr 介

江戸時代、神社や地域の由緒 （歴史）が編纂され、そ

れが後世の人々に継承されてい〈。大津市域にはそうした

史料 （古記録）が多〈残リ、史実と伝承の境目が複雑で曖

昧な文字の世界のひろがリをどう読み込むか、解読ととも

に、伝承に関する聞取リ調査も欠かせな＼ヽ 作業となリます。

さて、今回紹介する史料は、現在開催中の特集展示「源

氏物語と大津」に関連するものです。本展では、 「源氏物
ん，，もと＂とおる

語』の主人公のモデルとされる貴族の源融に関連して、
＼ヽ カ‘だちんなJ.Lょi かltl!rlt

大津市伊香立南庄町に鎮座する融神社の社宝「懸仏」な

どを紹介して＼ヽ ます。これは、源融を「融大明神」として

ぉ］も）した懸仏です。「大明神」は、人々を救済するた

めに仏菩薩が神となってこの世に現れた名称で、 つまリ

源融は人々を救うために「融神社」にお祀リされて＼ヽる、

と＼ヽ うことになリます。

この懸仏を古文書 ・歴史資料を担当する学芸員として

初めて拝見した時、「なぜ光源氏のモデルとも＼ヽわれる

源融を大明神としてお祀リして＼ヽるのだろう」と、素朴な

疑問がわきました。そんな疑問をもとに、あれこれと調べ

ていると、参考となる古記録として、同地南庄町の龍家

に残された「融大明神由来記」に行き当たリました。

同記は奥書に、天保2年 (1831)5月、

平松文次という人物の依頼に応じて書写した一冊である

源重成が

ことが明記されて＼ヽます。原本は、文正元年 (1466)に

「式部卿」が筆写したもののようですが、実際に伝存する

かはわかリませんにれら 3人の来歴につ＼ヽ ても不明）。
そもそもとう

さて、同記の内容は大き〈 2つに分かれます。「抑当
Lゃあが，， たてt)るしんれい は

社奉レ崇神霊者」の書き出しから始まる前半部では、「神

霊」として祭祀される源融の来歴が述べられていきます。

注目点は後半部です。

た夢を見て、

ただし、

そこでは、源融が死後に神と

なって都を守護すると誓願したことが記され、次＼ヽで伊
そうおうか lli かがらがわ

香立になじみ深＼ヽ相応和尚が登場します。相応は、葛川
“ iおう いん

明王院を開＼ヽた人物で、「乾山」に「融の神霊」が降リ立っ

それを知った朝廷は同地に勅使を派遣しま
きず1、

す。そこでさらに奇瑞が起リ、天台宗における「鎮守の

一社」（本地仏は不動明王）に位置づけたとあリます。っ

まリ、 q世紀頃に融大明神 （社）が成立し、興隆して＼ヽた

と＼ヽ うのです。

この由来記だけでな〈、融神社に残る確かな

棟札の情報を精査すると、「融大明神」という名称が登場

するのは江戸時代中頃からのようです。それまでは「南庄

正一位宮」などと＼‘つて、源融が祀られて＼ヽた様子はみ

えません。つまリ、源融は江戸時代中期頃に突然「融大明

神 （社）」として祀られたようです。このことから、歴史学

の立場からも、本由来記の内容をただちに史実とは認め

るのは難し＼ヽ でしょう。

しかし興味深＼ヽことは、

書に＼ヽ〈つもみえることです。例えば、北嶺回峰行の拠
かん ~• Iヽん

点寺院でもある同町の歓喜院 （通称：籍苓）の開帳で読み

上げられた「瀧寺開帳略縁起」（内 世紀作成）に、本由来
うぶすなく・うしんき li 

記と同内容の「生土宮神鏡略縁起」が筆写されています。

また融大明神 （社）の行事記録「御宮年内明細帳」に描か

れた境内図に「融こしかけ石」と源融に関する記述がみえ

ます。

こうした由来記や縁起 （不動明王信仰）が地元で説か

れる中で、源融が繰リ返し語られて＼ヽくことになったので

しょうか。由来記や縁起にはそれを編まねばならな＼ヽ理由

が存在します。同社再建のために人々に来歴を読み聞か

せる必要もあったでしょう。けれども、なぜ源融だったの

か。もしかすると江戸時代における 「源氏物語」の読者層

の拡がリが関係して＼ヽるのでぱ••とも考えたくなリます。

ここで最初の問＼ヽ「なぜ源融が祀られたか」と＼ヽう明確

な答えにはたどリ着かぬまま紙幅が尽きました。ただひと

まずは、地域の伝承や歴史、人々の信仰が、長い年月の

中で混ざリ合ったその先に、

立した、
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こうした伝承や記録が龍家文

こうした由来記や縁起が成

と＼ヽ うことは言えそうです。

（学芸員 高橋大樹）
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